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日 本 災害 看護 学会  先 遣 隊 活動 報告  

 

4 月 18 日 （ 月 ）の活 動  

活 動 者 ：山崎達枝 ・三澤寿美・西上 あゆみ・末永陽子  

 

当 日 の 状 況（ 2016 年 4 月 17 日 ～ 18 日 ）  

 余 震 は あるが、 前日以上にひどい 地震もなく、経過 する。天候は 曇り 。  

 

1.  行 程 なら びに 訪問先  

8:00 ホ テ ル を出 発   

山 崎 ・ 三 澤 班 と 西 上 ・ 末 永 班 の 2 班 に 分 か れ て レ ン タ カ ー に て 活 動 。 

1)  西上・末永班  

9:50～ 10:00 熊 本 市 北区役所  

10:20～ 10:30 熊 本 市 北区コミュニ ティセンター  

10:40～ 11:30 熊 本 市 北 区内避難所 訪問 （小学校）  

12:45～ 13:15 熊 本 市 中央区内避難 所 訪問（中学校）  

13:30～ 14:00 熊 本 市 内 中央区内福 祉避難所 訪問（介 護老人福祉施設）  

14:25～ 15:30 熊 本 大 学医学部保健 学科  宇 佐 美 しお り先生研究室  

       （ 山 崎 ・三澤班と合 流）  

 15:30～    山 崎 ・ 西上・ 末永は 帰路に着く。  

２ ） 山 埼・三澤班  

  8： 40 朝 の 打 ち合わせ後ホテル を出発  

 10： 40～ 12： 30 熊 本 県 内特別支 援学校   

14： 30～ 15： 30 熊 本 大 学医学部保 健学科  宇 佐 美 し おり先生研究室  

       （ 西 上 ・ 末永班と合 流）  

 ３ ） 三 澤 ･小 原 班  

17:00 ホ テ ル 着  

17:30 ホ テ ル 出 発  

18:30 熊 本 県 看護 協会到着、小原理 事長と合流  

18:30～ 20:10 熊 本 県 看 護協会  会 長 ・副会長と面会  

21:00～ 22:00 滞 在 先 ホテルにて、 小原理事長と打ち 合わせ  

  22:00 活 動 終 了  

 

2 .  活 動 内容  

1）  熊本市北区役所・ コミュニティセン ター  

北 区 役 所 で 地 域 の 被 災 状 況 を 伺 っ た 。 被 害 は 少 な く 、 開 設 し て い る 50

弱 の 避 難所も土曜 日より 調査を進め、本日中にすべて把 握できる とのこと

であった。今後は、厚生労働省からの 保健師 派遣があり 、ローラー作戦で

巡回をするとのこ と。訪問時は、 AMAT,JMAT の 会 議 が行 われ ていた。  
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2）  熊本市北区内避難 所  

避 難 所 となってい る小学校を訪問し た。 約 20 台 の 車 が 駐車し ていた。

避難所として教室 、体育館が使 用さ れていた。行 政担 当の方が持ち回り で

管理をしていた。訪 問時、体育館には 20 名 程 度 の方がいた が、夜には 120

名 程 度 の 方 が い る と の こ と で あ っ た 。 年 齢 構 成 で は 偏 り も な い と の こ と 。

生活用品はほぼそ ろっており、加えて 一般の方からの食 事の差し入れもあ

り、温かいご 飯も 食べられていると のこと。木曜 日か ら授業が始まると の

ことで、教室の被 災者 を体育館へ集 約されるとのこと であった。  

避 難 し ている人の 中には、東区 から 移動してきた人が いた。自宅近 くの

避難所は足の踏み 場もないほど 混み 合っており、障害を 持つ家族がいるこ

とから、 2 つ の 避難 所を 経由してここ へ移動したといわ れた 。前の避難所

では、食料 を もら えず、家族の 一人 が 電源を使用する 機器 が必要である こ

とから移動を余儀 なくされた。今は、家人のリハビリが 中断していること

を心配されていた。周囲に迷惑をかけ ないように気を遣 われている 様子が

あり、傾聴の途中 からは 堰を切った ように涙を流して 話された。  

行 政 の担当者・小 学校の校長は 、避 難者に困り事がな いか気にかけ られ

ている。私たちが、女性更衣室や生理 用品の確保、プラ イバシー保護のた

めのパーテーショ ン 設置、手指 消毒 薬の設置、生 活リ ズムがつくような ル

ール作り、子 ども の遊び場 などの必 要性について 、情 報を提供するとす ぐ

に更衣室について は 張り紙をされる など とりかかられ た。  

 

3）  熊本市中央区内避 難所  

地 区 の 自主防災ク ラブの方が運営を されていた。この代 表の方にお話を

伺った。自主 防災 クラブには防災士 の資格を取ってい る方がいて、 柔道 場

の畳やエアーマッ トを 使用する工夫、ダンボールでパー テーションを作製

する、消灯の管 理 など、被災者の 生 活環境を整え られ ていた。しかし 、そ

のパーテーション も避難者が多すぎ て外さざるを得な くなり、訪問時も 校

舎から人々があふ れ、軒下で 生活をさ れている 人もいた 。訪問時は、水道、

電気は復旧してい たが、断水時はプー ルの水をトイレ水 として 使用したと

話された。  

避 難 者の様子は 、家があるが、自宅 にいることが不安 でここに来 ている

人、自宅の倒 壊で ここに来 ている人 がいて、避難 する 理由が異なること で

人間関係がむずか しいところもある と話された。原則 ペ ットは禁止とした

が、小動物の ペッ ト から離れられな い方もあり、事情 の同じ方を 同じ部 屋

にする努力がなさ れていた。  

急 病 者が出たとき は 119 番 し て いる。地域内に福祉 避難 所として 介護老

人施設があること からここへ 30 名 送 ら れた。保健師調 査は入ったが、 感

染症対策や高齢者 が多いことから、健 康状態を見てくれ る看護師が早く介

入して欲しいと話 された 。  
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4）  熊本市中央区内福 祉避難所  

地 域 の 福祉避難所 として指定されて おり、30 名 程 度 の方 が避難してき て

いる（最大は 60 名 ）。しかし、元 々の 施設入居者で満床 であり、職員も 被

災 者 が い る 中 で マ ン パ ワ ー に も 限 界 が あ る た め 、 施 設 の 利 用 は で き る が 、

生 活 支 援 を 必 要 と す る 方 が 利 用 す る に は 家 族 の 付 き 添 い が 必 要 と 話 さ れ

た。施設内 の設備と しては、井 戸水があ り、停電も 一時的な もの であった。

衛生用品などの配 給もあり、 施設と しては 良い状況で あると話された。  

被 災 者 については 、一般避難所 を経 てここに来られて おり、おいて もら

え る だ け で あ り が た い と 施 設 職 員 に 対 し て ほ ぼ 要 望 を 出 さ れ て こ な い と

言われた。こ ちら が 勧めないと座っ た状態で、横 にも ならない 被災者さ ん

が い た と の こ と で あ っ た 。 福 祉 避 難 所 と し て 被 災 者 さ ん を 預 か る こ と は 、

もしその方が体調 不良を 起こされた 場合、対応で きる かどうか、申 し訳 な

いと心配もしてい た。  

施 設 職 員について は、自宅の被災から 休みたいと考えて いる職員は多い

と思う、しか し、マ ンパワーが不足す ると入所者への対 応が出来なくなる

ため、頑張っ ても らっていると 話さ れた。職員が 体調 不良を起こさない か

心配するとも話さ れた。  

 

5）  熊本大学医学部保 健学科  宇 佐 美 し おり 先生研究室  

熊 本 大 学教授宇佐 美 先生と情報交換 を行った。今回の先 遣隊が 見てきた

情報を提供すると ともに、宇佐美先生 が県看護協会会長 と 連絡を取ってい

る状況などをお聞 かせ頂いた。  

 

６ ） 熊 本県内特別 支援 学校訪問  

教 頭 さ んに対応し ていただいた 。学校 は住宅地の中にあ り、2 年 半 前 に学

校を現在の場所に 新築移転し、小学 部（低学年、高学 年）・中学部・高等学

部の 4 室 に 分 け在学児童・生徒 64 人 が 在 校していると のことであった。安

心 安 全 と 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 力 を 伸 ば す 教 育 を 目 標 に さ れ て い る 学 校 で あ

り 、 施 設 設 備 が 整 っ て い る と 同 時 に 、 特 に 児 童 生 徒 と そ の 家 族 に 対 す る 教

職 員 の 配 慮 が 行 き 届 い て い る 印 象 で あ っ た 。 重 度 重 複 障 が い を 有 す る 児 童

生徒の特別支援学 校であり、数人の 在校生 と家族が避 難され 1 家 族 に 1 個

別 教 室 を 居 室 と し て 提 供 さ れ て い た 。 体 育 館 周 辺 の 施 設 を 地 域 住 民 の 避 難

場 所 と し て 提 供 さ れ て い た 。 在 校 生 と そ の 家 族 の 避 難 場 所 と 地 域 住 民 の 避

難 場 所 は 明 確 に 区 別 し 、 安 心 し て 在 校 生 と 家 族 が 避 難 生 活 を 送 れ る よ う に

配慮されていた。  

体 育 館 周 辺 に 避 難 し て い る 住 民 は 、 勤 務 終 了 後 、 夜 間 等 に こ の 場 所 に避

難 し て い る と の こ と で あ っ た 。 逆 に 昼 間 不 在 と な る 家 族 の 居 場 所 を 確 保 す

る た め 、 そ の 場 所 で 過 ご し 、 夜 家 族 が 戻 る と 昼 間 場 所 を 利 用 し て い た 家 族

は 車 中 に 戻 る と い う 家 族 も い た 。 避 難 場 所 が 狭 く 、 廊 下 な ど の 隅 で 過 ご す
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被 災 者 も お ら れ た 。 被 災 者 の 方 か ら は 「 耐 震 ・ 免 振 と い う 建 物 で 安 心 で き

る場所で避難でき ることが何よりう れしい 」と語られ た。  

内 服 薬 を 持 参 し て 避 難 し て い る 方 、 治 療 中 の 疾 患 を も つ と 思 わ れ る 高齢

者の方が多数おら れた。  

 

7） 熊 本 県看護協会  会 長 ・副会長と 面会  

  熊 本 県 看護協 会では、災害支援 ナースの帰着の対 応中であった。  

  現 在 、 レベ ル 1 の 対 応により 、 2 つ の 避 難所に支援 ナースを派遣して いる。

2 交 代 制で、日中（ 8 時 間 ）3 人 、夜間（ 16 時 間 ）3 人 体 制 で対応中であった 。

熊本県看護協会登 録の支援ナースの 所属の施設の被害 もあり、支援 ナース の確

保に苦労している とのことであった。A 避 難 所 では（通常 では保養施設）DMAT

常 駐 の ほか JMAT の 巡 回 もあるた め 骨折・外傷のあ る 被災者の対応を 行 い、 B

避 難 所は 1,000 人 程 度 の被災者が避 難し、夜間は車中泊 が多数あり、子ども と

高齢者を優先して 建物の中で過ごし てもらっていると のことであった 。支 援ナ

ースからの情報で は、子どもの脱水、インフルエンザと ノロウイルス感染 症発

生の報告があった とのことであった 。  

4 月 20 日 夕 方 より レベル 2 の 対 応予 定であり、福岡県 看護協会より 8 人 の

支 援 ナ ー ス の 派 遣 が 決 定 し て い る と の こ と で 、 そ の 調 整 中 で あ っ た 。 沖 縄 県

と 大 分 県 以 外 の 県 看 護 協 会 か ら の 支 援 ナ ー ス の 派 遣 を 予 定 し て い る と の こ と

であった。また、 5 月 8 日 ま で、熊本 市周辺 15 市 町 村 に 保健師の派遣 ・配 置

が決定していると の情報があった。  

  熊 本 県 看護協 会 会長さん、副 会長 さんも被災されて おり、車中避難 、避 難所

から看護協会へ出 勤され、対外対 応、支援ナース等への 対応を行 なわれ 、大 変

頑張っておられた 。  

 

3.  健 康 問題  

 乳 児 が いる母親 は、ストレス によ り 次第に母乳が出 なくなってきたと 、涙

ぐんでいた。  

 BiPAP を 行 っ て いる被災者は、電 気が必要であるが 混み合った避難所 では

コンセントの確保 にも難しい状況で あった。  

避 難 所 で生活する なかで、日中 も避 難所にいる方と 、日中は避難所外で 活

動し、夜間に 睡眠 するためだけに避 難所にもどる人で は、生活リズ ムに ズレ

が生じている。そ のことから、不眠 や苛立ちを訴えて いた。  

被 災 者自身が 、今 後健康問題が生じ てくることを予測 し、看護師に 来て も

らいたいと訴えて いた。  

支 援 し ている方か ら「喉頭がん で食 事の摂取が難しい 方に、おかゆ を磨 り

潰 し て お 渡 し し ま し た 。 ペ ー ス ト 状 ま で に で き た ら よ い の で す が ･･ ･」 と 十

分に対応できない ことに対して 、す まなそうに話され た。体育館に は横 にな

っ て い る 高 齢 者 や 膝 が 痛 い の で 椅 子 に 腰 か け て 過 ご す 高 齢 者 の 姿 が 目 立 ち 、
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足がパンパンに浮 腫んでいる方もお られて、注意 点・ケアについて説明 した

が、震災関連死に 繋がらないよう医 療班の巡回や福祉 避難所の立ち上げ が重

要だと思える。  

 

4.  課 題  

  行 政 の 担当者 の中には、平時は他 の業務についてい るため、被災者のた めに

ど の よ う に 避 難 所 を 運 営 す れ ば よ い か 考 え る が 手 段 が 思 い つ か な い と い う 方

がいた。情報提 供を すると、避難所 の責 任者と調整を図り 、実行している様子

から、今後の避難 所設営・運営のた めの情報提供 が必 要かもしれない。  

  保 健 福 祉施設 など勤務する職員 も被災者であ るが 、自宅の片付けなど の問題

よりも勤務を優先 し活動 を続けてお り、被災後、4 日 目 となり、疲弊して き て

いる様子が伺え た 。時間をかけて説 明 してくださった 方は、「一時でも 話 がで

きることが嬉しい です、自宅の 室内は 手が付 けられない 程散らかっていま すが

地震当日からずー っと此処です」と時 には笑みを浮かべ ながら話された。早 め

に自宅に帰れるこ と、休める体制が 必要と思われる。  

  被 災 者 自身が 今後の体調のこと を不安に思ってい る現状があり 、被災 地内の

ケア提供者の疲労 がピークに達しよ うとしている今 、健 康や生活環境を見 てく

れる看護師の組織 的な介入が必要で あると考える。  

 

5． そ の 他  

  宿 泊 し ていた ビジネスホテルで は、高齢の家 族を避 難所においておけ ないと

ビジネスホテルに 泊まっている方が いた。  

  西 上・末永班は 、熊本市、益城 町以 外の市町村の避難 所訪問を考えてい たが、

交通渋滞がひどく 熊本市内の避難所 訪問に切り換えざ るを得なくなった 。  

  山 崎・三澤班は 、他の 特別支援 学級 を 回ったが、渋 滞に より到着時間が遅 く

なり十分にお話を 伺えずに次の訪問 地熊本大学保健学 科に 移動した。  

 立 ち 話 で 職 員 の 方 よ り 「 生 徒 は 休 講 と し て 、 自 宅 お よ び 避 難 所 に 居 る 」 と

い う 話 を 伺 い 、 避 難 所 内 で の 生 活 は 厳 し い の で は な い か と 思 わ れ た 。 障 が い

のある方とそのご 家族の避難所生活 について考えてい くことが 必要。  

 

 


